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2022 年 12 月 8 日 

 
 

 「西宮市人権・同和教育研究集会」で報告を行いました 
 

 

極東開発工業株式会社（本社：兵庫県西宮市甲子園口 6丁目 1番 45 号  社長：布原 達也  

特装車事業、環境事業、パーキング事業）は、2022 年 11 月 13 日 西宮市、西宮市教育委員

会、西宮市人権・同和教育協議会が主催する西宮市人権・同和教育研究集会において、国際

的な人権尊重の流れ、社会全体によるビジネスと人権に関する理解促進、意識向上に向けて

当社が行っている取り組みを報告しました。 

 

【西宮市人権・同和教育研究集会の目的と内容】 

 一人ひとりが「差別の現実から深く学ぶ」ことを絶えず意識し、あらゆる差別の解消と人

権文化の創造のため、毎年テーマを変えて、実践に基づいた取り組みを交流し、学び合え

る研究会を開催しています。 

西宮市に在住または在勤の方を対象として、複数の分科会を設け、人権について話し合

い、学び合うことができます。分科会では、日頃、西宮市人権・同和教育協議会で活動さ

れている市内の企業やＰＴＡの方々から、実践に基づいた取り組みの報告をいただき、交

流を拡げております。 

 

【当社の報告内容】 

極東開発工業における人権対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社グループ取り組み事例の紹介、質疑・応答、感想・意見と続き、約１時間の報告は

終了しました。 

・極東開発グループ人権方針に基づき、グループ全体で人権デューディリジェンスの

実践を通して、人権リスクをＰＤＣＡサイクルで管理していく。従業員への教育を

実施するほか、サプライチェーンに対しても人権への取り組みをお願いしている。 

・人権に関連する項目である「ガバナンス」、「働き方改革」、「リスクマネジメント」、

「健康経営」をマテリアリティ（経営上の最重要課題）として、取締役会傘下のサ

ステナビリティ委員会で組織横断的にリスク管理をしている。 

・サステナブルな社会の実現のためには、「ビジネスと人権」が今後大きなテーマと

なり、これに対する社会的関心が高まる中で企業がいかに人権への取り組みを進め

ていくかが問われてくると考えている。当社グループは持続可能なビジネスモデル

の構築をテーマに事業を推進していく。 
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＜広報お問合せ先＞  
極東開発工業株式会社 経営企画部 CSR 室 
   〒663-8545 兵庫県西宮市甲子園口 6丁目 1番 45 号 

電話 (0798)30－2029 ＦＡＸ (0798) 65－9330 
   ホームページアドレス   https://www.kyokuto.com/ 

【当日の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

極東開発グループでは、SDGs 達成に向けた取り組みに注力しています。 


